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2 月 21 日(月(7)
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2 月 22 日(火 (2 ) 

2 月 9 日(水 (3 ) 

2 月 9 日(水 (8 ) 

2 月 16日(水(15)

2 月 22 日(火 (2 ) 

2 月 25 日(金 (8 ) 

表彰委員会

文献賞小委員会

IAOR委員会

モニター委員会

編集委員会

研究部会主査会議

会計幹事会

研究普及委員会

東京経済大学

東京工業大学

京都大学

東北大学

東京理科大学

上智大学

入退会

・58年度より入会(正会員)

青野元昭 紛クラフツマンシップ

石神康亙 日本 IBM紛

今川高明 武田薬品工業側

岩村 裕 兵庫県豊岡農林事務所

加賀谷秀樹 宮城県保健環境センタ一

川口 剛 琉球大学

木村徳丸 名古屋女子大学

理化の積上げ方式，社長型意思決定とは10%人員削減等

のパッサリ方式.行革には社長型でなければ効果がない

とのことです. OR としても考えなければいけない言葉

だと思います.惨 4 月は新しい体制が始動する時です.

学会も 58年度の体制が固められつつあります.今月の総

会で浬事が選任され，続いて各委員会も 5 月から 6 月に

かけて新体制へバトンタッチされます. ~また 4 月は入

学，入社のシーズン.新しい仲間の増える時です.気分

も新たに新しい活動を起こす良い時節です.会員募集に

ご協力を./みんなで広げよう会員の輸ッ J. (M) 

編集後記帳先月 15 日は所得税の申告締切日.その前日，

J増税なき財政再建」を基本原則とした臨調最終答申が

出されました.重税感を思い知らされた高額所得者の読

者には強い味方と思われたことでしょう.今月の特集は

うまいタイミングで「行政改革」をとりあげました.公

共体も「民間に習えj とばかり，厳しくなりつつあるよ

うですがお役所仕事」と L 、う言葉が死語になる日は

くるでしょうか. ~臨調の土光会長は学会の元会長でも

あり行革も OR とは深い関係があるようです.行革に関

連して，三菱総研の牧野昇副社長が社長型意思決定と部

長型意思決定をあげていました.部長型意思決定とは合
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